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　心無研削法に関する研究は従来慶応大学の米津教授に

よって発表されているものがあるだけで，世界的にも文

献はほとんどない．理論的にも実験的にもさらに深く広

い研究が必要で，これによりこの方法の完成が期待され

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1958．2．10）
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第13図　工作物保持の剛性不足によるびびれの実
　　　　例　縦倍率×3，400

例を示す．工作物の支持高さの大きさに無関係に，いず

れも18角形の歪を持っている（心高2mmのときのみ

19角形）．このような理由から重研削のときは，特にブ

レード頂角を過大にしないように注意すべきである．
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